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 ・ARモデルを用いた時のfrequency response fmction，nykist曲線，power spectra1density，gain，
  phase，coherencyとrelativeerror等の図
 ・Hidden1inesを用いたARモデルのpower spectral densityの図
 ・ARMAモデルのpower spectra1densityの図
 ・Re1ativepowercontributionsの図
 報告会では，これらの図を提示し，パラメータとデータを与えることによって，自動的に描けること
を示し，また，それらのパラメータを変えるだけで，いろいろな場合に使えるようにたっていることを
報告しました．ここでは紙面の都合上図は省略しました．
統計データ解析センター
          順序尺度データ分析と健康診断反応について
                                   駒 澤   勉
 質的多変量データに順序構造があるときに，数量化m類で数量を求めた散布図が規則的・特徴的た
形状を描くことについては，既に報告してきた．そこで，今回は数量化III類の多次元空間上での一次元
尺度化，すなわち順序尺度化の手法を健康診断反応に適用し，好結果を得ているので報告する．
 従来の人間ドックにおける検診の結果表は数値の一覧表で，悪いたら悪いなりに関連疾患がどう進展
しているからどう予防しなければならないかの指導がたい．またヒトは加齢とともにおよそ40歳台以
降，各臓器や器管の機能的働きは衰えてゆくが，その程度は年齢より若いヒトから，衰えているヒトま
でさまざまである．年相応の場合は生理的加齢であり，年不相応に衰えている場合は病的加齢と言える．
このようにヒトの生体機能がどの程度の老化をきたしているか，若さ度を維持しているかの評価による
指導はみられたい．更に，ヒトの生活健康度に関する不定愁訴，ストレス蓄積度，食生活，健康づくり
としての運動等の評価尺度による指導表示など皆無である．
 最近，健康科学においてQuahtyofLife（QOL）が叫ばれているが，総合的見地からQOLを取り込
んだ関連疾患の進展・防止の指導は少ない．そこで，長谷川グループ（東邦大臣他）と我々はヒトの健
康にかかわるQOLに根ざした健康の深度化表現を数量化III類分析によって試作，実践的に総合的健康
診断に適用している．なお，生活健康度の①不定愁訴は自覚症状として，不定愁訴項目27間の回答か
ら総合評価，②ストレスは休養・疲労だと12間の回答からストレスの蓄積度を総合評価，③食生活
は食べ方・欠食・乳製品・昼食の単品物・大豆製品・魚料理・偏食・野菜料理の摂り方など18間の回
答で総合評価した．若さ度の評価は四つの体の機能と総合評価を5段階に若い，年齢相当，軽度障害，中
等度障害，高度障害に尺度化した．四つの体の機能は①動的機能として，肺機能，握力，心胸比，一負
荷血圧，肥満度，心機能の計測から総合化，②臓器機能として，腹大動脈石灰化，脊椎症，大動脈硬化
度，白内障混濁度，コレステロールなど臓器や器管の質的変化の検査から総合化，③静的機能として，
平衡機能，自律神経機能，安静時心電図，聴力など，運動などの負荷のない安静時の検査から総合化，④
代謝機能として骨組髭症，赤沈，尿素・窒素，血清アルブミンなどの栄養素，ミネラルだと体内の物質
の正常なる代謝の働きの検査から総合化し，それぞれ機能を尺度化した．
            鯨類資源のベイズ型モデルによる解析
                                   中 村   隆
 水産資源解析学の分野では，漁獲の時系列的年齢組成データ（catch－at－agedata）を対象とするマル
チコホート解析と呼ばれる方法が知られており，漁獲の年齢別選択性あるいは年齢依存の自然死亡係数，
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年ごとの漁獲強度，資源への加入量などのパラメータの分離をめざしている．ただし，いくつかのパラ
メータを事前に設定する必要があったり，パラメータを一義的に決定できないという識別問題が生じた
り，また解くべき問題が非線形問題になったりするなどの困難点を抱えている．
 ここでは，南半球産ミンククジラの捕獲調査によって得られる時系列的た年齢組成データを分析する
ためのベイズ型コウホートモデルについて報告した．このモデルでは，年齢依存自然死亡係数Mαの推定
が主な目的となっている．適切た事前情報を取り込んだベイズ型モデルによって識別問題を克服する方
法を示し，若干のシミュレーションの結果について述べた．
 捕獲調査から得られる時系列的た年齢組成推定値P。。と資源量推定値んについて適当な観測モデル
を設定し，また捕獲頭数の影響を無視した適当な資源動態モデルを考えると，次のようなコウホートモ
デルが得られる．
                           α一1              109■孔P．f ～ μ十μぎ十μ多一Σ］μチ十ε、f
                           ｛；1
ここで，αは年齢，左は調査年であり，μは総平均効果，μぎ（＝ξ舌）は時代効果で資源量推定値の誤差項，
μ隻（＝1og見一（1／γ）Σ1og見）はコウホート効果で資源加入量凡の相対的な大きさ，μ会（＝M。）は年
齢効果で自然死亡係数を表わす．ε〃は年齢組成推定値の誤差項である．
 時代効果μぎには分散の大きい誤差項であることからゼロ次階差制約を，コウホート効果μ隻と年齢効
果μ会には滑らかな変化を表わす2次階差制約を付加してベイズ型モデルを構成し，赤池のベイズ型情
報量規準ABIC最小化法により最適モデルを選択する．
 国際捕鯨委員会IWCの科学小委員会で定めたシミュレーション・プロトコルに従って提案したモデ
ルの性能について調べた結果，標準となるケース（各回825頭の捕獲，調査回数14回，調査期間は26年）
では，変動係数でみて10％以下の精度で平均死亡係数が推定できることがわかった．一般に，調査期問
が長くたるほど，捕獲頭数が多くなるほど推定精度がよくたるが，捕獲頭数が多くたりすぎると逆に推
定精度が悪くなるという結果も得られた．これはモデルが捕獲の影響を無視しているためであり，この
点を考慮してモデルを改良する必要のあることが示唆された．
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 時系列の解析と制御のためのプログラムパッケージであるTIMSAC（Time Series Ana1ysis and
Contro1）は次のような構成になっている．
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